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   １’．因数分解と式の利用 

 

 

 

次の式を因数分解しなさい。 

 

(1) aab 4+  (2) aayax 374 ++  

(3) xx +2
 (4) xyx 62 2 +  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年 － 数学 

〈例〉 

 



富士宮教材開発  2 

 

富士宮教材開発 

 
 
 

 

次の式を因数分解しなさい。 

 

(1) anam+  (2) xxy +  (3) ppxpx 462 +−  

(4) ayax 48 +  (5) xx −2
 (6) 22 xyyx −  

(7) xxyx 862 2 −+  (8) aa 73 2 +  

(9) xxyx 18156 2 +−  (10) xx +3
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1892 ++ xx  を因数分解せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

862 +− xx  を因数分解せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈例〉 

〈例〉 
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次の式を因数分解せよ 

 

(1) 1072 ++ yx  (2) 452 ++ xx  

(3) 652 +− xx  (4) 892 +− xx  
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432 −+ xx  と 432 −− xx  を、それぞれ因数分解せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の式を因数分解しなさい。 

 

(1) 1032 −+ xx  (2) 122 −+ xx  

(3) 822 −− xx  (4) 2832 −− xx  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈例〉 
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1682 +− xx  を因数分解しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

次の式を因数分解しなさい。 

 

(1) 122 ++ xx  (2) 122 +− xx  (3) 442 +− xx  

(4) 49142 ++ xx  (5) 25102 ++ aa  (6) 962 +− yy  
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〈例〉 



富士宮教材開発  7 

 

富士宮教材開発 

 

 

362 −x  を因数分解しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の式を因数分解しなさい。 

 

(1) 162 −x  (2) 1002 −a  (3) 
21 x−  (4) 

22 ba −  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈例〉 
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次の式を因数分解せよ 

 

(1) 49429 2 ++ xx  (2) 
22 81364 baba +−  

(3) 
22 100ba −  (4) 136 2 −x  
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次の式を因数分解しなさい。 

 

(1) 1682 ++ xx  (2) 49142 +− aa  (3) 1442 −x  

(4) 
22 42849 baba +−  (5) 16102 ++ mm  (6) 92416 2 ++ xx  

(7) 
22 6425 yx −  (8) 

22 2 baba +−  

(9) 254016 2 +− xx  (10) 
9

2

2 y
x −  (11) 

4

9
32 +− xx  

(12) 
4

12 ++ xx  
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次の各式を因数分解せよ。 

 

(1) 3662 2 −− xx  (2) aaxax 122 −+  (3) 287 2 −x  

(4) mmx 362 −  (5) 36244 2 −+− xx  (6) aaxax 36122 +−  

(7) aaxax 4563 2 −−  (8) aaxax 6126 2 −−−  

(9) mmx 805 2 −  (10) aaxax ++102
 （注意） 
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次の各式を因数分解せよ 

 

(1) 2)(3)( 2 ++++ yxyx  (2) 25)3( 2 −−x  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜例＞ 
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次の各式を因数分解せよ。 

 

(1) )3()3( +++ abaa  (2) )2()2(3 −−− yyx  

(3) 2)1()1( 2 −+++ xx  (4) 36)( 2 −+ yx  

(5) 10)(7)( 2 ++++ yxyx  (6) 9)1(6)1( 2 ++++ xx  

(7) 
22 )( cba +−  (8) 

22 )( cba −−  (9) 
22 )()( cbba +−+  
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bybxayax +++  を因数分解せよ。 
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次の各式を因数分解せよ。 

 

(1) cbcaab 33 −+−  (2) yxyxx 222 +−−  

(3) bbxaax −−+  (4) 1+++ yxxy  

(5) 44 −−+ axax  (6) 4263 +−− baab  

(7) bbba 42)2( 2 +−−  (8) 12 22 −++ yxyx  
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☆ 式の利用 

[計算のくふう] 
 

 

 

次の式をくふうして計算しなさい。 

 

(1) 292－212 (2) 102×98 (3) 1032 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜例＞ 
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次の式をくふうして計算しなさい。 

 

(1) 5.52－4.52 (2) 5.5 × 4.5 (3) 992 
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〔文字式による証明〕 
 

 

 

 

２つの奇数の積は、奇数になることを証明しなさい。 
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連続する２つの奇数では、大きい方の数の 2 乗から 

小さい方の数の 2 乗をひいた差は、８の倍数になることを証明しなさい。 
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おうぎ形の面積 Sは、 

弧の長さをℓ、半径を rとすると 

S＝ℓ×r× 
1

2
 すなわち S＝

1

2
 ℓr と表される。 

 

このことを、中心角を aとして説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 

r a 

ℓ 

S＝ℓ×r×1

2
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左図のように、１辺が hmの正方形の 

畑の周囲に、幅 a ｍの道があります。 
 

この道の面積を S㎡、道の中央を 

通る線全体の長さをℓmとすると、 

S はℓを使って S＝aℓと表されます。 
 

このことを証明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

道 

ℓm 

hm 

hm 

am 

問 2４ 


